
 

保護者座談会 

開催日時: 令和 7 年 7 月 27 日 

司会: 本校入試対策室長 中井 

登壇者: 

• S: 商船学科 1 年生保護者、元情報システム工学科 1 年生保護者 

• J: 情報機械システム工学科 5 年生・1 年生保護者 

 

 

 

司会: 本日は「保護者座談会」にご参加いただきありがとうございます。本企画は、入

試を控える保護者の皆様の不安を払拭するため、すでに入学されている保護者の皆様

にお話を伺うものです。本日の内容は、後日記事としても配布いたします。また、本日

は聴講されている保護者の方からのご質問も受け付けます。 

 

司会: まずは、お二方のご紹介です。商船学科 1 年生保護者の S さんです。 

S:現在は商船学科１年生なのですが、実は一度情報システム工学科に入学し、その後

商船学科に再入学したというめずらしい経歴となっています。 

 

司会: 続いて、情報機械システム工学科の 5 年生と 1 年生のご兄妹の保護者の J さん

です。 

J: 兄のときはコロナ禍での入学でオープンキャンパスなどもまったくなく情報収集に



大変苦労しました。妹のときは入学前にこの学校の先生とも色々お話をさせていただ

くことができ、先生と子どもの距離の近さを感じました。 

 

司会: それでは、最初の質問です。他の高校と比較して、高専（鳥羽商船高専）に進学

する具体的なメリット・デメリットは何だと思われますか？特に近隣高校の情報科や

県立高校の情報科と比較して、どのような違いを感じましたか？ 

S: 県立高校との違いは、専門的な分野をとことん勉強できる点です。鳥羽商船高専だ

けかもしれませんが、1 年生から研究室に入れるため、好きなことを追求したい子に

は非常に向いています。また、県外の子が多いので、地元だけではない多様な意見や

見聞が広がり、友達の範囲も広がるのは県立高校にはないメリットだと感じます。 

J: 私は奈良在住ですが、奈良の県立高校の普通科に進学すると、3 年間があっという

間に過ぎ、将来をゆっくり考える時間が少ないと感じます。しかし、高専は 5 年間あ

るため、1 年生で研究室に入ってから「ちょっと違うな」と感じても、2 年生以降で変

更できるなど、選択肢の幅が広がるイメージがあり、うちの子にとっては 5 年制で良

かったと思っています。 

 

司会: 次に、5 年間という長い期間についてです。お子さんが途中でついていけなくな

ったり、退学したりすることへの不安は特になかったでしょうか？もし想定されてい

れば、お聞かせください。 4 

S: 家族としては正直、不安しかありませんでした。寮生活に馴染めるかなど、本当に

大丈夫かという不安です。しかし、先生方にお話を聞いたところ、もしダメだったと

しても私立や通信といった選択肢もあると伺い、最悪の場合そちらへ行こうと考え

て、とりあえず「やってみな」という形で高専に進学することになりました。 

J: うちも入学するまで赤点が 60 点だということを知らず、県立高校同様の 40 点だと

思っていました。前期の試験で初めて知り、大丈夫かと心配になりました。しかし、

この学校の良いところは、授業が録画されており、Teams でいつでも振り返りができ

る点です。試験前や休んでしまった時でも復習できます。また、先輩から過去問をも

らったり、研究室の先生に相談できたりと、サポートが手厚いと感じています。塾が

ないことへの不安もありましたが、学校のサポートで不安が解消されました。今 5 年

生ですが、毎回試験のたびに不安になりますが、なんとか乗り越えています。 

 

司会: 退学や留年に関してご不安があるかと思いますので、データをお伝えします。本

校の「統合報告書」で公開されており、ネットで検索可能です。「原級留置率（留年



率）」と「退学率」というデータがあります。全国平均と比較しても、本校の留年率が

高いということはありません。ただし、一般的な高校に比べると高い可能性はありま

す。令和 4 年度で留年率は 1.4%、退学率は 2.6%となっており、120 人中 2～3 人程度

が該当する数字です。これは、15 歳入学時点では専門分野へのこだわりが強くなく、

入学後に合わないと感じる子が毎年出るためです。 

 

 

司会: 続いて、高専の学費やその他の費用について、入学前後でギャップはありまし

たか？具体的に「意外とかかるな」と感じた費用があれば教えてください。 

S: 入学前に案内や募集要項で示されていた金額は把握していましたが、実際にパソコ

ンが意外と高かったです。情報システム工学科だとスペックの高いパソコンが必要に

なるため、値段が高いという印象でした。ただ、学校が推奨するパソコンもあります

し、本人のこだわりがなければスペックさえクリアしていれば、安く済ませることも

可能です。また、うちは寮なので、寮費や食費は事前に分かりますが、お小遣いや消

耗品が意外とかかります。学校周辺にはコンビニしかなく、Amazon で必要なものを

購入することも多いため、そういった費用がかさむと感じます。 

J: うちも兄妹で情報系の学科なので、パソコンのスペックと費用は事前に「なかなか

するな」と感じました。特に、事前に確認不足でタッチスクリーンではないことに後

から気づき、そこはもっとしっかり見ておけばよかったと思いました。学校推奨のパ



ソコンは平均小売価格が 30 万円程度ですが、型落ちを狙うなど工夫すれば 10 万円台

で買えるチャンスもあります。入学までの半年間で見つけるのが良いと思います。S さ

んと同じく、Amazon には大変お世話になっています。 

司会: 費用負担について恐縮です。学校案内のパンフレットにも掲載していますが、パ

ソコンは約 30 万円と記載があります。3 月頃に入学前説明会で推奨パソコンの A4 チ

ラシをお渡ししており、推奨はあくまで「これくらいのスペックのパソコンを買って

ください」という意味です。推奨パソコンが高いのは、5 年間の交換保証が含まれてい

るためです。5～6 年前は 10 万円台の推奨パソコンもありましたが、円安の影響で高

くなっています。また、国の制度として「就学支援金制度」があり、最大で授業料全

額が助成される場合もあります。半額補助が約 5 割弱、全額補助が約 4 割で、補助が

ない方は 1 割強となっており、授業料負担はかなり軽減されています。 

 

 

司会: 入学前の準備について伺います。パソコン購入の他、体操服や持ち物などで困っ

たことはありましたか？どのような情報があれば、より安心して準備ができました

か？ 

S: 私自身は、学校からいただいた情報で困ることは特になかったです。息子がパソコ

ンにこだわりがあったので、そこは色々お店を回ったりしました。学校からの情報で

十分だったという印象です。 

J: 私学のように制服だけでなく、カバンや靴まで指定されている学校が多い中、鳥羽



商船高専は制服さえ着ていれば、カバンも体操服も靴もほぼ自由なのが良い点です。

上の子は中学校の時に使っていた大きなリュックサックを 3 年間、そして高専で 5 年

間使っているので、安く済んで良かったと思っています。学校指定のものがほとんど

ないのが助かりますね。 

司会: 3 月の説明会でも「指定はないのですか？」とよく聞かれます。指定があった方

が何も考えずに済むという方もいれば、指定がない方が普段使っているものをそのま

ま使えるというメリットもあります。本校は指定がない方を選んでいます。 

 

司会: ここで、ご参加の皆様から何か質問はありますか？今回は NG なしの座談会で

すので、もしありましたらどうぞ。 

聴講者: 寮生活で、お子さんから泣きながら電話がかかってきたり、寮が嫌だという

相談をされたりすることはありましたか？ 17 

J: NG なしとのことなので正直にお話ししますと、上の息子は入学式の日に、寮に送

って帰る際に 3 回電話がかかってきました。布団やシーツの敷き方に関する電話でし

た。 

布団に関して、当時はレンタルがなかったので荷物が大変でした。今はレンタルシ

ステムが導入され、荷物が格段に少なくなって助かっています。下の娘は女の子で、

人間関係の悩みで「しんどい」と言ってくることもありましたが、周りの友達が支え

てくれました。どうしても苦手な子がいる場合は、寮の編成も変えてくれるなど配慮

もしていただけるようです。人間関係で悩まないことはないと思いますが、寮の先生

や担任の先生に相談すれば良いと思います。親としては 16 歳で子どもを手放すとは思

っていなかったので、気持ちの準備ができていなかったのが一番しんどかったです。

でも、子どもは逞しく生きていくと思います。 

S: うちの場合は、寮生活が楽しくてしょうがないようです。小中学校で友達関係に悩

んだことがあり、知り合いのいないところに行きたいと思って鳥羽を選んだのです

が、入ってみると楽しくて、とてもエンジョイしています。体調を崩した時は不安で

電話や LINE が来ますが、こちらから行こうとしても「大丈夫」と言われるほど強く

なりました。寮が馴染めなかったら通学させるなど考えていましたが、全くの取り越

し苦労でした。お子さんを信じてあげることが大切だと思います。うちの子は私から

離れて自分で頑張るようになり、親のありがたみも感じているようです。「ありがと

う」と言うことも増えました。 

 

聴講者: お小遣いや消耗品はだいたいどれくらい渡していて、送金方法はどのようにさ



れていますか？ 

J: 交通費として片道 1500 円くらいかかるので、その最低限の金額は ICOCA などにチ

ャージしています。私はゆうちょ銀行で、私が通帳を持ち、娘がカードを持つ形にし

ています。コンビニや郵便局でお金を下ろせますし、ペイペイで送金することもあり

ます。18 歳になってからは、クレジットカードの親子カードを持たせて、それで公金

を横領しないようなものを買うように言っています（笑）。 

S: うちは口座に対して代理人カードを作成し、自分と子どものカードでやり取りして

います。月に 1 万円渡していますが、足りないと言ってくることもあります。やはりペ

イペイもよく使います。 

 

聴講者: もう一つだけ。長期休みや休みの時、お子さんはどんな感じで過ごされてい

ますか？ 

S: 鳥羽商船だけでなく、高専は長期休み中のバイトが自由なので、うちの子は毎日バ

イトに行っています。あとは旅行に行ったり、県外の友達の家に泊まりに行かせても

らったりと、充実しています。ディズニーランドなどもバイト代で行っています。 

J: そうなんです。年間で 4 ヶ月も休みがあるので、資格の勉強もできますし、8 月、9

月、2 月、3 月はまるっと休みというイメージです。寂しいと思っても、しばらくした

ら 2 ヶ月ちゃんと帰ってきますので、安心して送り出して良いと思います。フェスに

夜行バスで行ったり、運転免許も 3 年生の夏休み中に取れるなど、ゆとりを持って取

得できます。就職時に運転免許がないと困ることもあるので、学生のうちに取れるの

はメリットだと思います。 

 

司会: まだまだ続けたいところですが、お時間がなくなってまいりました。最後に、

これから入学を控えている皆様に、リサーチ方法などアドバイスがあればお願いいた

します。 

S: まずは色々な学校のオープンキャンパスに参加することです。県立高校や高専に関

わらず、生徒が案内してくれる場所では、先生がいないところでこそっと質問してみ

るのが良いでしょう。また、AI でリサーチしたり、情報系だと似たような名前の学校

が多いので、自分が何をやりたいのか、どういう方向に進みたいのかをしっかり見極

めることが大切です。 

J: ネットの口コミなどは真偽不明な部分も多いので、あまり信じすぎない方が良いと

思います。ご自身の息子さん、娘さんと一緒に実際に足を運び、肌で見て感じて、合

う合わないをしっかり見極めてほしいです。うちはこれが正解だったのかは分かりま



せんが、本人が楽しそうにしているので良かったと思っています。たくさん足を運ん

でみてください。 

司会: ありがとうございます。以上で保護者座談会を終了させていただきます。皆様の

不安の払拭につながりましたら幸いです。短い時間ではございましたが、ありがとう

ございました。 

 

 


